
三
泰
産
業

水
処
理
コ
ス
ト
を
削
減

化
学
工
業
薬
品
や
石
油
製
品
販
売
の
三

泰
産
業
�株
（
中
区
東
千
田
町
一
丁
目
三
―

二
〇
、
福
永
文
顕
社
長
）
は
、
食
品
や
半

導
体
、
Ｉ
Ｔ
関
連
な
ど
の
工
場
向
け
に
、

水
処
理
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
削
減
で

き
る
Ｒ
Ｏ
逆
浸
透
膜
の
販
売
を
始
め
た
。

同
膜
は
消
耗
品
と
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
か
さ
ん
で
い
る
の
が
実
情
。
世
界

二
位
の
Ｒ
Ｏ
膜
メ
ー
カ
ー
で
、
高
品
質
の

上
、
従
来
品
に
比
べ
単
価
が
大
幅
に
割
安

な
韓
国
の
ウ
ン
ジ
ン
ケ
ミ
カ
ル
社
製
を
扱

う
。
半
導
体
や
Ｌ
Ｃ
Ｄ
モ
ニ
タ
ー
、
Ｐ
Ｃ

Ｂ
な
ど
の
洗
浄
用
の
超
純
水
、
電
力
用
冷

却
水
、
染
料
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
向
け
に
導

入
提
案
す
る
。
県
内
中
心
に
施
工
協
力
店

を
募
り
な
が
ら
、
中
国
地
区
へ
営
業
拡
大

し
て
い
く
。
こ
の
ほ
か
、
イ
オ
ン
交
換
樹

脂
や
、高
島
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社（
諏
訪

市
）
製
の
電
気
を
使
い
連
続
で
純
水
を
製

造
す
る
装
置
も
販
売
。燃
料
代
を
は
じ
め
原

材
料
費
が
高
騰
す
る
中
、水
処
理
コ
ス
ト
の

削
減
に
着
目
し
、新
規
需
要
を
掘
り
起
こ
す
。

今
井
運
送

安
全
運
行
強
化
へ
誘
導
車
事
業

今
井
運
送
�株
（
西
区
草
津
港
二
丁
目
二

―
二
三
、
今
井
義
治
社
長
）
は
、
自
社
車

両
を
対
象
に
４
月
か
ら
始
め
た
「
誘
導
車

事
業
」
が
順
調
な
こ
と
か
ら
、
外
部
受
注

に
乗
り
出
す
計
画
だ
。

一
定
の
大
き
さ
や
重
さ
を
超
え
る
特
殊

車
両
は
、
国
土
交
通
省
と
警
察
署
の
許
可

を
受
け
、
誘
導
車
を
前
後
に
配
置
し
た
運

行
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
意
識
の

高
ま
り
と
、
大
型
・
重
量
品
の
輸
送
案
件

の
増
加
に
伴
い
同
社
は
、
こ
れ
ま
で
外
部

委
託
し
て
い
た
特
殊
車
両
通
行
許
可
申
請

か
ら
誘
導
車
の
手
配
管
理
ま
で
を
一
括
し

て
自
社
で
行
う
新
事
業
を
開
始
。
特
殊
車

が
カ
ー
ブ
や
交
差
点
を
通
過
す
る
際
、
誘

導
車
は
周
囲
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

迅
速
な
判
断
と
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

の
た
め
、専
属
運
転
者
一
三
人
を
登
録
し
、

訓
練
を
重
ね
て
現
在
、
八
人
が
稼
働
。
外

部
委
託
し
て
い
た
一
連
の
業
務
を
自
社
内

で
行
う
こ
と
で
、
コ
ス
ト
も
抑
え
た
。
特

殊
車
の
通
行
制
限
違
反
は
、
事
業
者
や
運

転
者
だ
け
で
は
な
く
、
荷
主
も
責
任
が
問

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
業
者
や
荷
主
に
向

け
て
安
全
運
行
に
つ
な
が
る
誘
導
車
事
業

の
利
用
を
促
す
。

中
小
公
庫
・
動
向
調
査

５
期
連
続
で
悪
化

中
小
企
業
金
融

公
庫
広
島
支
店

が
６
月
に
取
引

先
一
〇
四
六
社
（
回
答
率
五
一
・
二
％
）

に
調
査
し
た
「
中
国
地
区

中
小
企
業
動

向
調
査
」
で
、
中
国
地
区
の
４
〜
６
月
期

の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
（
季
節
調
整
値
）
は
マ

イ
ナ
ス
一
八
・
九
と
前
回（
１
〜
３
月
期
）

に
比
べ
、
二
・
八
�
悪
化
し
た
。
悪
化
は

五
期
連
続
。
仕
入
価
格
高
騰
の
影
響
な
ど

で
、
製
造
、
非
製
造
の
幅
広
い
業
種
で
景

況
感
の
悪
化
が
広
が
っ
て
い
る
。

立
秋
を
過
ぎ
た

と
は
い
え
、
暑
い

日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。
夏
は
皮
膚

病
が
多
く
発
生
し
、

開
業
医
、
病
院
を
問
わ
ず
皮
膚
科
外
来
は

混
雑
し
ま
す
。
以
下
に
代
表
的
な
夏
の
皮

膚
病
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま
す
。

一
、
あ
せ
も

一
般
に
は
子
ど
も
の
病
気
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
発
熱
の
た
め
寝
た
き
り
に
な

っ
た
老
人
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
首
、
背
中

な
ど
汗
の
か
き
や
す
い
部
位
に
多
く
、
赤

い
水
疱
な
ど
を
認
め
ま
す
。
着
衣
を
薄
く

し
、
風
通
し
の
よ
い
環
境
を
作
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
但
し
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
の

風
を
直
接
当
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
虫
刺
さ
れ

ぶ
よ

蚊
や
蚋
の
場
合
は
、
市
販
の
虫
刺
さ
れ

用
塗
り
薬
で
対
処
可
能
で
す
が
、
蜂
や
ム

カ
デ
に
刺
さ
れ
た
場
合
は
局
所
の
腫
れ
や

痛
み
を
伴
っ
た
り
、
シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
示

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
皮
膚
科

専
門
医
へ
の
受
診
が
必
要
で
す
。
ス
テ
ロ

イ
ド
（
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
）
の
内
服
や

点
滴
注
射
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

昨
年
以
上
に
ド
ク
ガ
皮
膚
炎
が
流
行
し
て

い
ま
す
。
チ
ャ
ド
ク
ガ
幼
虫
の
毛
は
、
衣

服
の
間
か
ら
入
り
込
む
た
め
、
体
に
多
数

の
発
疹
を
生
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
ネ
コ
ノ

ミ
刺
症
が
あ
り
ま
す
。
野
良
猫
の
多
い
地

域
に
み
ら
れ
ま
す
。
膝
か
ら
下
（
ネ
コ
ノ

ミ
が
跳
躍
で
き
る
高
さ
に
相
当
）
に
大
き

る
い
て
ん
ぽ
う
そ
う

な
水
疱
を
作
り
ま
す
。
類
天
疱
瘡
な
ど
自

己
免
疫
性
水
疱
症
と
の
区
別
が
必
要
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
局

所
の
冷
却
と
治
る
ま
で
の
禁
酒
は
大
切
で

す
。（
飲
酒
と
香
辛
料
摂
取
は
か
ゆ
み
を
増

強
し
ま
す
。）
で
ん
せ
ん
せ
い
の
う

か

し
ん

三
、
と
び
ひ
（
伝
染
性
膿
痂
疹
）

こ
れ
も
幼
児
、
小
児
に
多
く
発
生
し
ま

す
が
、
細
菌
感
染
症
の
た
め
成
人
に
も
発

症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
虫
刺
さ
れ
を

掻
い
て
い
る
と
、
二
次
的
に
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
主
に
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

が
原
因
と
な
り
ま
す
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
メ

チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
）
が
原

因
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
但
し
院
内
感
染

の
と
き
と
違
い
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
や
セ
フ

ェ
ム
系
の
抗
生
物
質
内
服
に
よ
っ
て
容
易

に
治
癒
し
ま
す
。

毎
日
固
形
石
鹸
を

用
い
て
シ
ャ
ワ
ー

を
し
、
患
部
を
清

潔
に
保
つ
こ
と
、

タ
オ
ル
は
共
用
し

な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。

夏
の
皮
膚
病
に
つ
い
て

広
島
市
東
区
医
師
会
理
事

広
島
鉄
道
病
院
皮
膚
科
部
長

堀
内

賢
二

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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